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概要：  この文書は標記ワークショップにおいて発表される通常講演，特別講演，パネル討論講演のために，CRC (Camera ready copy) 原稿書式の実例です．このファイルを直接追加・修正してお使いください．この部分には200字程度の論文概要を書いてください．

1． 余白とフォント

余白は上25，下30，左右20mm．活字サイズは本文10.5ポ，見出し12ポ，文献9ポとしてください．フォントは，この書式のように，本文は明朝体，見出しはゴシック体をお使いください．

行間は，15ポですが適宜設定して結構です．2ページ以降は第1行めから2段組にしてください．原稿は6ページ以内とします．

2． 使用言語

原則として，日本語で原稿をおつくりください．英語で原稿を作成される場合は，この書式にできるだけ近い体裁にして作成してください．

3． 図表

図1及び表１に示す図表見本をご参照ください．

原稿は原則として，白黒印刷となります．

4． 写真

写真は鮮明なものをお使いください．MS-Wordなどで作成する場合には，直接原稿内に貼り付けてください．

5． 参考文献

適切な参考文献は読者によって非常に有益なものです．論文内容の客観性，分野における位置づけなどを示します．参考文献[1],[3]はこの例のようにカッコで示します．

6． 脚注

脚注
はこの下のように，必要に応じて適宜お使いください．
7． 最終論文送付先

次の宛先に郵送してください．
〒782-8502

高知県香美郡土佐山田町宮ノ口

高知工科大学　知能機械システム工学教室　河田研究室内
知能メカトロニクスＷＳ事務局 行

Tel:0887-57-2314　Fax:0887-57-2320
e-mail:int.mech05@kochi-tech.ac.jp
8． 論文送付形式

印刷原稿を３部お送り下さい．原稿右上隅に鉛筆で，採択通知のメールでお知らせしました整理番号を記入してください． 

9． 提出期限（７月２８日:木）
提出期限をお守りください．投稿される方々の便宜を図るため，原稿提出から印刷入稿までの時間的余裕は多くはとってありません．原稿提出の遅れた論文は論文集に掲載されませんのでご承知おきください．

補足1補足には本文に入れると論旨の展開が損なわれる記述，或いは退屈な証明などを入れます．
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図1 機械システムの構成








表1 実験の仕様


カメラ�
AA製モノクロCCD�
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ハロゲンランプ�
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情景写真�
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図の見本








� ここにこのように脚注の本文が入ります．
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